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【開催日】 令和６年１２月１８日（木） 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時～午後２時１０分 

【出席委員】 

委員長 恒 松 恵 子 副委員長 古 豊 和 惠 

委員 岡 山   明 委員 福 田 勝 政 

委員 松 尾 数 則 委員 矢 田 松 夫 
 

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】 なし 

【執行部出席者】 なし 

【事務局出席者】 

局長 石 田   隆 議事係長 岡 田 靖 仁 

議事係書記 末 岡 直 樹   
 

【審査内容】 

１ 次号（第７６号）の発行について 

２ 市議会モニターへのアンケートについて 

３ その他 

 

午後１時 開会 

 

（付議事項１） 

 

午後１時４５分 休憩 

 

午後１時５２分 開会 

 

（付議事項２、３） 

 

恒松恵子委員長 それでは休憩前に引き続き、広報特別委員会を再開いたしま
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す。付議事項の２番、市議会モニターへのアンケートについてでござい

ます。資料４ページをお開きください。前回の１１月１８日の委員会で、

令和４年９月２９日に実施したアンケートについて、皆さんで意見を出

し合ったものを８ページにわたってまとめております。御意見はござい

ますか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは皆様、前回積み残したもの

が５ページの中ほどです。「ホームページやフェイスブックを活用され

ていますが、どのぐらいの方が見ているのでしょうか」という御意見に

ついて、閲覧数とフェイスブックのフォロワー数について調べて記載し

ております。それでは、こちらについては、皆様に御確認いただいたと

いうことでよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは続

きまして、資料５について説明させていただきます。前回、ＴｉｋＴｏ

ｋはどうかという御意見がございましたので、ＴｉｋＴｏｋについて調

べた内容でございます。特に見ていただきたいのが、議会広報に利用す

るメリットとデメリットになります。現在、議会広報にＴｉｋＴｏｋを

利用しておるのが広島県です。それ以外はなかなか未知数という、あま

り市議会にはなじまないという御意見も多く散見されました。現状みん

なで勉強したということで、広報特別委員会としては、今はインスタグ

ラムを充実させることに重点を置くということでよろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）それでは、付議事項２の市議会モニターへのアンケ

ートについては以上で終わりまして、付議事項３のその他は何かござい

ますか。 

 

矢田松夫委員 この前、初めて一般質問者の動画を流したけど、視聴人数に差

があるわけです。この差をどういうふうに見るか―その人が気に入っ

たから見たのか、それともつい見て行ったのか、あるいは最初の人だけ

見たのか。初めての試みだけど、そういう分析はしなくてもいいかね。 

 

恒松恵子委員長 現在、手を挙げて「はい」という方とか、座った状態から立

ち上がるとか、動画の撮影方法は一緒ですけどそれぞれ議員によって個

性が出ました。その辺りを統一するかどうか。例えば一般質問に関連す
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る小物を持ってくるとか、その辺りは改めて協議をしたいと思いますが、

今の時点でインスタグラム動画に対して何か反省やお気づき等はござい

ますか。 

 

松尾数則委員 ごめんなさい。小物という発言があったけど、どういう物を指

しているんでしょうか。 

 

恒松恵子委員長 今は議員が立ち上がって話すだけなので、例えば書類を持つ

とかペンを持つとか、例えば一般質問に関連したものを持つかどうかで

す。やはり小物は必要ないと思われますか。 

 

古豊和惠副委員長 これも要するに全員でやはり参加するものだから、我々だ

けで小物を持つ、持たないと決めるべきものなのかどうなのかなという

のがあるんです。 

 

恒松恵子委員長 インスタグラムの導入は委員会で決まりました。委員会で決

めたことで問題ありません。 

 

矢田松夫委員 もう１回僕の話に戻るんだけど。今、恒松委員長は小物も出し

てみたらどうだろうかっていう意見を言った。ほかの人が、動画を見て

どうやったのかと。例えば、小物もいいな、いやこういうのもいいな、

いやもう今回でやめようなど、８人の動画を見たと思うからそれを聞き

たかった。だけどさっき小物で止まってしまっただろう。もう一度話を

してくれないかな。 

 

恒松恵子委員長 松尾委員、全体的なインスタグラムの取組に関して御意見を

お願いします。 

 

松尾数則委員 そういった小物を使うのは、結構画面が締まるって感じで、僕

はいいほうにとったんですけどね。 
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恒松恵子委員長 そのほかに感想はないですか。それでは岡山委員、インスタ

グラム動画の導入に際して、何か御意見がありましたらお願いします。 

 

岡山明委員 動画は、やっぱり今までになくて、一般質問する人もそれなりの

刺激はあったと思います。見られる方も一般質問の前に前もってどうい

う内容かというのも理解できるということで、今後も継続していくのが

よいかと。あと反省部分を委員長もちらっと話されたからどうかと思う

んですけど、そういう意味である程度の今回刺激ということですね。今

後どうするか検討しないといけない状況があるんでしょうけど、当然私

としては今の形は推進していただきたいと思います。 

 

恒松恵子委員長 分かりました。おおむねよかったということでございます。 

 

矢田松夫委員 何がよかったか、何が悪かったか言ってもらわないと委員長も

困るよね。僕はやっぱり議員の評価じゃないけど、僕の動画を見てくれ

た人が何人って出るからね。津山市議会に行ったとき、津山市議会も見

たけど、議員の一般質問を市民の人が何人視聴したって人数が出るわけ

ね。僕らは３分以内で、津山市議会は議員の質問が３０分プラス執行部

の答弁の内容。今回は短編だけど、僕の顔を見て僕の質問を見てくれた

数字がぽっと出たから、僕は個人的にはよかったと思う。そして、自分

たちの議会としての取組をそういうふうにしてアピールができたし、さ

らにその上の議会としての意気込みがこのインスタグラムで出たから、

僕はよかったと思います。 

 

恒松恵子委員長 意気込みが分かってよかったと。矢田議員、私たちは３０秒

程度でございます。福田委員、何かインスタグラム導入に際してお気づ

きはありますか。 

 

福田勝政委員 初めての試みだったと思うんですけれど、やっぱり僕たちじゃ
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なくて、議員からの意見も聞き、また一般市民の皆さんの意見を聞きな

がら、初めてですからね。だからいろんな角度から皆さんに今日意見を

聞きながら、同じようなことじゃなくて、ちょっと自分自身でこういう

動画をやると。３０秒ですかね。個人差があると思うんですけど、自分

で案を出して自分でまた考え、それをやる方向もいいんじゃないかと僕

は思っています。 

 

恒松恵子委員長 福田委員は、一般質問にこだわらず、自分たちみんなが動画

をつくればよいという御意見でございました。それについては、今は一

般質問される方にこだわっています。皆さんがしゃべるとなれば、また

今後内容について協議する必要があります。今のところは一般質問に限

るという方向性です。それについては今改めて意見が出ましたので、御

意見を伺いたいと思います。 

 

松尾数則委員 今回の動画をつくるのに、事務局の方にかなり苦労をかけたん

ですが、これは広報特別委員会でつくるべきじゃないかなって気がして

います。 

 

恒松恵子委員長 それに関しては、事務局から何かございますか。 

 

岡田議会事務局議事係長 このたびのショート動画につきましては、広報特別

委員会の皆様でお決めいただいた活動として、事務局でお手伝いさせて

いただきました。今回は初めての試みということで、私たちも少しお手

伝いをさせていただきました。今、松尾委員から、委員の皆様方でつく

るべきということではございましたが、活動自体は広報特別委員の皆様

でお決めいただいて行った活動であると考えております。そして、パソ

コンへのアップロード作業などのお手伝いは今後ももちろんさせていた

だきますので、改良点等を御指示いただきましたら、また御協議させて

いただきながら取り組ませていただけたらと思っております。 
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恒松恵子委員長 ありがとうございました。動画撮影のみならずアップロード

作業がございます。カメラもありますし、パソコンの編集機器の都合も

ありますので、委員会で制作することに関しては今後の課題としたいと

思います。 

 

岡山明委員 今後の課題って話が出たんですけど、今回は議員の一般質問が対

象ですよね。この何年か前に宇部日報で、全議員に対して文章の提出っ

ていうのがありましたよね。第１期目では難しいんでしょうけど、任期

のスタート時点で２０人全議員が１分間しゃべると。自分がどういう目

標で議員になったかを任期の初めとか新年度初めとかに撮ることもいい

と思います。さっきも話をしたけど新聞でも記載するんだから、全議員

を対象にした動画の作成も今後の課題として、私はしっかり考えてほし

いなと思います。 

 

恒松恵子委員長 ありがとうございます。新年の抱負のみならず、新しい任期

になってからということですので、それは任期が始まったときに、後の

広報特別委員会への積み残しとして引き継いでいきたいと思います。現

状は一般質問で、この３月、６月、９月はそういう形で今のところはよ

ろしいですか。古豊副委員長、一般質問のインスタグラムの動画を見て

の御意見をお願いします。 

 

古豊和惠副委員長 ３０秒という短い時間でありますけれども、吉永議員のよ

うに手話とかを交えて動きがあると、やはりぱっと目を引くとも思いま

した。ほかの方は直立不動っていうかまっすぐ話すのに比べて、やはり

動きがあると違うかなというのは思いました。 

 

恒松恵子委員長 そうですね。それぞれ１回目で終わった方と何回か撮り直し

た方、長いから縮めた方、直立不動の方、笑顔の方、真面目な方とかい

ろいろあったので、議員の個性があってよかったと思うんですが、今後、

皆さん自分の動画を見て反省されることは、次の３月の一般質問動画に
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生かしてもらえたらなと思っております。総括的に見て「よかった」と

いう御意見が多いので、また３月議会も一般質問される方に限って継続

して進めていくということでよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

そのほか何かありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、そのほ

かもございませんので、以上で広報特別委員会を終了いたします。 

 

午後２時１０分 散会 

 

令和６年（2024 年）１２月１８日 

              

  広報特別委員長  恒 松 恵 子   


